
グローバルにおける自動運転シャトル市場見通し（～2030 年） 
 
【概要】 
本調査では、台頭する自動運転シャトルモビリティ市場をさまざまな角度から分析しています。具体的
には、ステークホルダーのエコシステムと OEM、自動運転関連のスタートアップ、技術プラットフォー
ムや都市の高まる重要性、規制の見通しと商業化の可能性、ビジネスの可能性と収益モデル、コスト比
較、データとデータ共有の重要性、グローバル市場の見通しなどが含まれています。調査対象地域はグ
ローバル、調査対象期間は 2030年までです。 
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